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1, … , 𝑘 を用いる。𝑘個の地域で共通の治療効果を仮定し，𝑦 に対して正規分布
















ここで，𝑉𝑎𝑟 𝑦 𝜇 𝑤 ∑ 𝑤 ，𝑤 ?̂? 𝜎 となり，










シスに対してNegeri and Beyene [2]により提案されている。変量効果モデル(*)に対して，
𝑗番目の地域の変量効果モデルが𝜃 ~𝑁 𝜇 ζ, 𝜏 となり，他の𝑘 1個の地域の変量効
果モデルが𝜃 ~𝑁 𝜇, 𝜏  𝑖 𝑗 となる事を仮定する。この時，以下の検定問題を考える。
𝐻 :  ζ 0 vs. 𝐻 :  ζ 0
帰無仮説が棄却される時，𝑖番目の治療効果は全体平均から逸脱し，潜在的な外れ値と
なる地域と判断する。これに対して，尤度比検定を考える。帰無仮説の下で対数尤度関
数を𝑙 𝜇, 𝜏 とし，対立仮説の下での対数尤度関数を𝑙 𝜇, 𝜏 , ζ とすると，尤度比検定
統計量は
𝑇 2 𝑙 𝜇, ?̃? 𝑙 𝜇 , ?̃? , ζ
で与えられる。ここで， 𝜇, ?̃? は帰無仮説の下でのモデル(*)における最尤推定量であり，






















アジア −2.796 −2.058 1.991
北米 1.290 −1.924 1.912
欧州 0.599 −2.032 2.002





アジア −2.796 −2.058 1.991
北米 1.290 −1.924 1.912
欧州 0.599 −2.032 2.002
中南米 0.532 −1.907 1.921
図1 地域ごとのハザード比におけるフォレストプロット







アジア 7.815 3.889 0.009
北米 1.663 3.725 0.182
欧州 0.358 4.090 0.544







アジア 6.935 5.013 0.014
北米 0.899 5.381 0.476
欧州 0.339 5.035 0.624
中南米 0.257 4.836 0.651
表2 尤度比検定統計量の結果
地域間分散と地域内分散に基づく統計量 地域間分散に基づく統計量
地域 VRATIO ブートストラップ下側5%点 地域 TRATIO ブートストラップ下側5%点
アジア 0.418 0.461 アジア 0.000 0.003
欧州 1.788 0.448 北米 1.529 0.001
北米 1.877 0.521 欧州 1.608 0.002
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